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本書は一般の方々の便宜のた
め有志により作成されたもので、
Atmel社とは無関係であることを
御承知ください。しおりのはじめ
にでの内容にご注意ください。

AVR601 : 電動機制御応用のための
 Atmel基本単位評価ｷｯﾄ

1. 序説
MC100とMC200電動機制御実演ｷｯﾄの成功に続き、Atmelは電動機制御応用の支援を拡大し
て電動機制御評価ｷｯﾄに対する新しい基本単位の概念を提供します。図1-1.で示されるよう
に、各電動機応用は今や2つまたは3つの評価基板によって支援されます。

・ 電動機へ大電流を提供する電力基板

・ 1つのAVRﾏｲｸﾛ ｺﾝﾄﾛｰﾗと使用者ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽを支援するﾌﾟﾛｾｯｻ基板

・ 信号条件のために電力基板とﾌﾟﾛｾｯｻ基板間へ物理的に挿入され得る任意のｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ基
板

図1-1. ｼｽﾃﾑ構成
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1つの低電圧電力基板、3つのﾌﾟﾛｾｯｻ基板、それと連携するﾌｧｰﾑｳｪｱを含めて提供します。こ
れらは図1-2.で示されるような4つの基板です。

・ MC300は低電圧電力基板です(最大40V)。

・ MC301は安価なATtiny861のﾌﾟﾛｾｯｻ基板です。

・ MC303は新しい高性能XMEGATMのﾌﾟﾛｾｯｻ基板です。

・ MC310はATmega32M1のﾌﾟﾛｾｯｻ基板です(CANｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ付き)。

・ 将来、より多くのﾌﾟﾛｾｯｻ基板が利用可能になるでしょう。

図1-2. 供給電動機制御基板
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図1-3.で示されるAtmel電動機制御ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ ﾊﾞｽ(AMCIﾊﾞｽ)は電
力基板とﾌﾟﾛｾｯｻ基板間の通信を許し、殆どの電動機形式がこのｲﾝ
ﾀｰﾌｪｰｽによって支援されます。

・ ﾌﾞﾗｼﾚｽDC(BLDC)とﾌﾞﾗｼﾚｽAC(BLAC)の電動機
・ ACｲﾝﾀﾞｸｼｮﾝ電動機
・ ｽｨｯﾁ ﾘﾗｸﾀﾝｽ電動機
・ ｽﾃｯﾋﾟﾝｸﾞ電動機

AMCIﾊﾞｽは3つの8ﾋﾞｯﾄ ｺﾈｸﾀと1つの8/16ﾋﾞｯﾄ ｺﾈｸﾀを使います。

ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽは各々が半ﾌﾞﾘｯｼﾞと、電圧と電流の両方の帰還を持つ4
つまでの相(U,V,W,X)を支援します。3相電動機では空いているXﾁｬ
ﾈﾙを制動(ﾌﾞﾚｰｷ)機能に使うことができます。

ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽはﾎｰﾙ感知器、速度、温度そして誤り信号も支援し、
CPU基板からの力率改善(PFC:Power Factor Correction)の制御も
許します。全ての信号はﾃﾞｼﾞﾀﾙVCCに達するように尺度調整された
論理信号またはｱﾅﾛｸﾞ信号です。

このﾊﾞｽは電動機を制御するためにどのAVRﾏｲｸﾛ ｺﾝﾄﾛｰﾗによって
も使うことができます。これはｼｽﾃﾑ費用を最適化し、必要とされる性
能水準で最も安い解決策を確認するための理想的なｲﾝﾀｰﾌｪｰｽで
す。

2. ﾌﾟﾛｾｯｻ基板
図2-1.で示されるように、各ﾌﾟﾛｾｯｻ基板は同じ構成と機能を持ち、それは以
下を含みます。

・ 電動機制御応用と他の作業を処理する対応AVRﾌﾟﾛｾｯｻ

・ Atmel電動機制御PCｿﾌﾄｳｪｱを使うPCとの通信用のUSBｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ

・ 任意のATAVRDB101表示器と人機械間ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ基板結合のためのｺﾈｸ
ﾀ

・ 制御器へｱﾅﾛｸﾞ速度目標を提供するための可変抵抗器

・ ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞとﾃﾞﾊﾞｯｸﾞのｺﾈｸﾀ

・ 4つのAMCI電動機制御ﾊﾞｽ ｺﾈｸﾀ

図1-3. AMCI電動機制御ﾊﾞｽ
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MC301は電動機制御専用の安価なAVRのATtinyx61系列を支援しま
す。これはｱﾅﾛｸﾞ、TWIまたはSPI、回転速度制御用の速度基準をも
扱うことができます。

MC303はCPUが電動機制御集約的な算法を処理するのと同時に多
数の機能を扱うことができる高性能ﾃﾞﾊﾞｲｽのXMEGATM系列を支援し
ます。DB101上乗せ部付きのMC303が図2-2.で示されます。

MC310基板は車載と工業用の設計に於けるCANとLINの通信を提供
する費用効率的なﾃﾞﾊﾞｲｽのATmega32M1を支援します。この基板は
多数の通信ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ用の追加ｺﾈｸﾀを含みます。

・ CAN
・ LIN
・ RS232

図2-1. ﾌﾟﾛｾｯｻ基板配置
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図2-2. DB101表示部とHMI上乗せ部付きのMC303
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3. MC300低電圧電力ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ
図3-1.で示されるこの基板は以下の仕様を持つ低電
圧中電力電動機の駆動が意図されています。

・ DC 10～40Vの電圧

・ 6Aまでの電流(連続負荷)

電力基板はﾌﾟﾛｾｯｻ基板へ給電します。

この基板は電動機の感知器なし制御を動かすため
にﾎｰﾙ感知器または逆起電力の情報用のｲﾝﾀｰﾌｪｽ
を提供します。

主にBLDCとBLACの電動機を駆動することが目標で
あるMC300は、ｽﾃｯﾋﾟﾝｸﾞ電動機のような他の電動機
形式にも使うことができます。

図3-1. BLDC電動機を伴うMC300基板

4. ﾌｧｰﾑｳｪｱ1式
基本単位ﾊｰﾄﾞｳｪｱ近接法の柔軟性は発展するｿﾌﾄｳｪｱ1式によって支援されます。感知器制御を持つBLDCとBLACの電動機は完
全に支援されます。感知器なし制御も支援されます。

応用記述とｺｰﾄﾞ例の入手性についてはAtmelのｳｪﾌﾞｻｲﾄwww.atmel/motorcontrolを参照してください。

例えﾏｲｸﾛ ｺﾝﾄﾛｰﾗ、駆動部段、電動機形式の特定の組み合わせが公開時点に利用可能でないかもしれなくても、根本的な電動機
機能に於ける類似性は、既存ｺｰﾄﾞ例の関連部分を抽出して変更し、それを他の実装で再使用することが任意であることを意味しま
す。

5. 入手状況と注文ｺｰﾄﾞ
注文を簡単化するために、完全な評価ｷｯﾄも入手可能です。

・ MC320はMC310ﾌﾟﾛｾｯｻ基板、MC300電力基板、それと小さなBLDC電動機を含みます(図5-1.をご覧ください)。

・ MC321はMC301ﾌﾟﾛｾｯｻ基板、MC300電力基板、それと小さなBLDC電動機を含みます。

・ MC323はMC303ﾌﾟﾛｾｯｻ基板、MC300電力基板、それと小さなBLDC電動機を含みます。

図5-1. MC320評価ｷｯﾄ

http://www.atmel/motorcontrol/
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MC300,301,303,310,320,321,323は以下の注文ｺｰﾄﾞを持ちます。

・ ATAVRMC300

・ ATAVRMC301

・ ATAVRMC303

・ ATAVRMC310

・ ATAVRMC320(MC300,MC310,12V BLDC電動機とUSBｹｰﾌﾞﾙを含む)

・ ATAVRMC321(MC300,MC301,12V BLDC電動機とUSBｹｰﾌﾞﾙを含む)

・ ATAVRMC323(MC300,MC303,12V BLDC電動機とUSBｹｰﾌﾞﾙを含む)

ATAVRDB101と人機械ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ追加基板も入手可能です。

利用可能な資料:

AVR430 - MC300ﾊｰﾄﾞｳｪｱ使用者の手引き

AVR469 - MC301ﾊｰﾄﾞｳｪｱ使用者の手引き

AVR470 - MC310ﾊｰﾄﾞｳｪｱ使用者の手引き

AVR194 - ATmega32M1を用いたﾌﾞﾗｼﾚｽDC電動機制御

AVR496 - ATtiny861を用いたﾌﾞﾗｼﾚｽDC電動機制御

AVR498 - ATtiny261/461/861を用いたﾌﾞﾗｼﾚｽDC電動機の感知器なし制御

利用可能な他の資料:

・ AVR435:正弦状変調PWM法を用いたﾌﾞﾗｼﾚｽAC/DC電動機制御

・ AVR440:2相ﾌﾞﾗｼﾚｽDC電動機の感知器なし制御

・ AVR441:温度感知器と直列ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽを持つ自立型ﾌﾞﾗｼﾚｽDC送風機制御器

・ AVR442:ATtiny13を用いたPC送風機制御

・ AVR443:3相ﾌﾞﾗｼﾚｽDC電動機の感知器に基く制御

・ AVR444:3相ﾌﾞﾗｼﾚｽDC電動機の感知器なし制御

・ AVR446:ｽﾃｯﾋﾟﾝｸﾞ電動機の直線状速度制御

・ AVR447:ATmega48/88/168を使う3相永久磁石電動機の正弦波状駆動

・ AVR448:高電圧3相ﾌﾞﾗｼﾚｽ電動機の制御

・ AVR449:ATtiny261/461/861を使う3相永久磁石電動機の正弦波状駆動

・ AVR452:AT90CAN32/64/128を用いる3相ﾌﾞﾗｼﾚｽDC電動機の感知器に基く制御

・ AVR492:AT90PWM3/3Bを用いたﾌﾞﾗｼﾚｽDC電動機制御

・ AVR493:ATAVRMC100とAT90PWM3を用いたﾌﾞﾗｼﾚｽDC電動機の感知器なし整流

・ AVR494:定V/f則と自然PWM法を用いたAC誘導電動機制御

・ AVR495:定V/f則と空間ﾍﾞｸﾄﾙPWM法を用いたAC誘導電動機制御

・ 完全且つ更新された一覧についてはwww.atmel.comを参照してください。

http://www.atmel.com/
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本応用記述はAtmelのAVR601応用記述(doc7803.pdf Rev.7803A-10/08)の翻訳日本語版です。日本語では不自然となる重複する
形容表現は省略されている場合があります。日本語では難解となる表現は大幅に意訳されている部分もあります。必要に応じて一部
加筆されています。頁割の変更により、原本より頁数が少なくなっています。

必要と思われる部分には( )内に英語表記や略称などを残す形で表記しています。

青字の部分はﾘﾝｸとなっています。一般的に赤字の0,1は論理0,1を表します。その他の赤字は重要な部分を表します。
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